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資料１－１ 
 

新宿区子ども・子育て支援に関する調査に対する部会での意見等について 

 

 令和５年９月２５日から１０月１５日に実施した「新宿区子ども・子育て支援に関する調査」に

ついて、報告書及び報告書の概要版を作成します。 

報告書及び報告書の概要版の作成にあたり、令和５年１２月２５日開催の第３回次世代育成協議

会部会で出された主な意見等は以下のとおりです。 

 

１．数値目標に関するもの 

（１）「新宿区子ども・子育て支援事業計画」における数値目標となっている「新宿区は子育てしや

すいまちだと思うか」の回答について、地域差はあるのか。 

→居住地域別にクロス集計を行ったところ、❶就学前児童保護者に比べて、❷小学生児童保護者

の方が「思う」と回答した人の地域差が大きかった。 
 

新宿区は子育てしやすいまちだと思うか（居住地域別）【❶就学前児童保護者】 
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新宿区は子育てしやすいまちだと思うか（居住地域別）【❷小学生保護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもからの回答から数値目標を立ててみてはどうか。 

→令和６年度に（仮称）「新宿区子ども・子育て支援事業計画（第三期）（令和７年度～令和１１年

度）」を策定する中で検討していく。 

 

２．調査の実施に関するもの 

（１）今回の調査ならではの取組（Web回答を初めて実施したこと、アンケート調査を子どもの意見

表明の機会として捉えて協力してほしい旨を調査票に記載したこと）を報告書の調査概要の

部分に掲載してほしい。 

→ご意見を踏まえて、調査報告書 P.3に掲載しました。 
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（２）回収率が下がったことについては、Web回答におけるシステムの不具合や母親のフルタイム就

労の割合が増えたことによる多忙など、様々なことが要因となっているのではないか。 

 

３．その他 

（１）「コロナ禍以降も続く（お子さんの）生活の変化」として、❶就学前保護者、❸小学校５・６

年生、❺中学生、❼青少年、❽若者で「特にない」の選択肢が上位５位の中に入ったことは、

子どもが適応力が高いことを示しているのかもしれない。 

 

（２）子育てしやすいまちだと思う理由、思わない理由の選択肢として「公園や児童館など子どもの

遊び場」が選択肢となっているが、区外から転入してくる方が他区と比較して評価している

のではないか？新宿区は隣接区と比較して公園等は多いのか？ 

→隣接区（6区）と比較して、数は 2位、面積は 4位、区民ひとりあたりの公園面積は 4 位、区面

積に対する公園面積の割合は 4 位となっている。 

  都市公園及び児童遊園等（単位：面積ｍ²、％）（令和４年４月 1日現在）     

区名 数 面積 区民 1 人あたりの

公園面積 

区面積に対する

公園面積の割合 

千代田 51 1,708,910.32ｍ² 25.54ｍ² 14.66％ 

港 120 1,408,815.20ｍ² 5.43ｍ² 6.92％ 

新宿 183 1,147,122.15ｍ² 3.32ｍ² 6.30％ 

文京 115 553,078.05ｍ² 2.30ｍ² 4.90％ 

渋谷 135 1,681,561.25ｍ² 6.95ｍ² 11.13％ 

中野 200 492,320.62ｍ² 1.44ｍ² 3.16％ 

豊島 154 233,106.14ｍ² 0.78ｍ² 1.79％ 

    （出典：第 42回 特別区の統計 2022年（令和 4年）版 令和 5年 3月発行） 

 

（３）「子育てがつらいと思うことがあるか」について、❻中学生保護者の結果が前回、前々回の

調査結果と比較して「いつも思う」と「ときどき思う」の合計の割合が増えている。 

また、❻中学生保護者は「子育てに関して悩んでいること」として、「進路や進学のこと」

を最も多く挙げている。 

この結果から「子どもの学校生活についての不安や悩み」とクロス集計することで要因が見

えてくるのではないか。 

→「子育てがつらいと思うことがあるか」で「いつも思う」・「ときどき思う」（以下、「つらいと

思う保護者」という。）と「あまり思わない」・「まったく思わない」（以下、「つらいと思わ

ない保護者」という）と答えた保護者を比較した。 

「子どもの学校生活についての不安や悩み」として、「子どもが学校の授業についていけない
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こと」、「子どもが学校に通えなくなっていること（不登校等）」を挙げた「つらいと思う保護

者」は「つらいと思わない保護者」をはるかに上回っている。 

また、「学校での問題について担任の先生に相談しづらい」や「スクールカウンセラーに相

談しづらいこと」や「子どもの学校での問題行動（暴力行為やいじめをするなど）について、

どこに相談したらいいかわからないこと」についても、同様の傾向を示している。 

 

子どもの学校生活についての不安や悩み （子育てがつらいと思う頻度別）【❻中学生保護者】 

 

子どもの学校生活において不安

や悩みに思うこと

いつも

思う

ときどき

思う

あまり

思わない

まったく

思わない
無回答 全体

子どもが学校の授業についていけないこと 33.3 28.6 11.0 12.8 40.0 21.3

子どもが学校に通えなくなっていること

（不登校等）
33.3 13.0 1.8 2.6 20.0 9.5

学校で子供がいじめにあっていないかどう

かということ
19.0 17.5 16.5 10.3 20.0 16.5

学校での問題について担任の先生に相談し

づらいこと
9.5 9.7 2.8 2.6 20.0 6.7

スクールカウンセラーに相談しづらいこと 9.5 3.2 1.8 0.0 20.0 3.0

学校での非行防止対策・生活指導が不十分

であること
4.8 1.3 2.8 0.0 20.0 2.1

子どもの学校での問題行動（暴力行為やい

じめをするなど）について、どこに相談し

たらいいかわからないこと

14.3 3.9 1.8 0.0 20.0 3.7

子どもの学力について 61.9 58.4 42.2 41.0 60.0 51.2

給食費・教材費などの経済的なこと 4.8 7.8 4.6 0.0 20.0 5.8

学校の授業を補うための学習塾などの雇用

のこと
33.3 22.7 22.9 20.5 20.0 23.2

PTAの役員などの役割が過重なこと 9.5 11.0 2.8 7.7 20.0 7.9

その他 19.0 9.1 9.2 7.7 0.0 9.5

特にない 4.8 11.7 38.5 41.0 20.0 23.8

無回答 4.8 2.6 2.8 0.0 20.0 2.7

回答者数（人） 21 154 109 39 5 329

子育てがつらいと思う時があるか（％）


